
学　習　上　の　留　意　点　お　よ　び　学　習　上　の　助　言

本授業の前半では，会計学の文献「Business Analysis ＆ Valuation, Using Financial Statements」の講読を通じて，専
門的な原書を理解するための基礎を身につける。後半では，経営学研究の最新動向の把握と欧米の文献講読スキル
を高めるために，経営戦略論の代表的な研究論文を精選して講読する。

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

○ ○

100

知識の基本的な理解
【知識の基本的な理解】

◎ ◎ ◎

合計

総合評価割合 40 40 20

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書

補助教材等 プリント

科目の到達
目標レベル

（1） 専門的な文献の原書を講読し，その内容を理解することができる。
（2） 専門的な用語の英語表現を理解し，説明することができる。
（3） 専門的な文献を検索・渉猟するための知識と技術を持つことができる。

2単位

学習・教育目標 （G）② JABEE基準１（２） （f）

後期
90 時間

100 分/週

担　当　教　員 【常勤】　田川　晋也，根岸 可奈子，伊藤 孝夫，松野 成悟

学　習　到　達　目　標

第1学年 経営情報工学専攻 選択 講義

科目名 外書講読 (Professional English Study)

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



回
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総　授　業　時　間　数 90 時間

What Is Strategy ? ・Porterのポジショニングと活動システムの概念に
ついて理解できる。

テキストを予習する。

What Is Strategy ? ・Porterの日本的経営の批判について理解できる。 テキストを予習する。

Firm Resources and Sustained
Competitive Advantage

・BarnyのRBVという概念について理解できる。 テキストを予習する。

What Is Strategy ? ・Porterのポジショニングと活動システムの概念に
ついて理解できる。

テキストを予習する。

The Core Competence of the
Corporation

・Hamel & Prahaladのコア・コンピタンスという概
念について理解できる。

テキストを予習する。

Firm Resources and Sustained
Competitive Advantage

・BarnyのRBVという概念について理解できる。 テキストを予習する。

Valutation Implementation ・企業評価の実施方法について理解できる。 テキストを予習する。

The Core Competence of the
Corporation

・Hamel & Prahaladのコア・コンピタンスという概
念について理解できる。

テキストを予習する。

Financial Analysis ・比率分析とCF分析について理解できる。 テキストを予習する。

Valuation Theory ・評価理論と概念について理解できる。 テキストを予習する。

Strategy Analysis ・企業分析の出発点としての経営戦略分析につい
て理解できる。

テキストを予習する。

Overview of Accounting Analysis ・企業分析の信頼性を高めるための準備作業につ
いて理解できる。

テキストを予習する。

ガイダンス ・シラバスを通じて，学習の意義や授業の進め方，
評価方法などを理解できる。

Framewark for Business Analysis
and Valuation, Using Financial
Statements

・財務諸表を使った企業分析のフレームワークに
ついて理解できる。

テキストを予習する。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 25 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 65 時間

期　末　試　験

答案返却・解答解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて，間違った箇所を
理解できる。
・全体の学習事項のまとめが理解できる。


